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平成 29 年 7 月 6 日 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

 

終の棲家意識を調査 女性は 50 才が考え方の分かれ目 
－R&D アラフィフ自主調査より－ 

 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント（所在地：東京都新宿区、代表取締役：五十嵐 幹）は、ア

ラフィフ（45-55 才、以下 ar50）女性を対象に「終の住まい方」に関する調査を実施しました。 

シニアの住まいは日本が高齢社会となった時から度々話題になるテーマですが、老後の住まい方に

ついてどのように考えているか、自身の老後についても悩み始める ar50 女性に聴取しました。 

その結果、女性は 50 才を境に考え方が異なることがわかりました。 

 女性における終の棲家に対する意識を年代別で見ると、40 代までは半数以上が「わからない」と

回答。 

 50 代以降は「わからない」が 35％前後まで減少しており、今の家に住み続けるか移り住むか、50

才を境に具体的に考え始めている。 

 

“終の棲家を考え始めるのは 50 才以降” 

（図１）女性 30～70 代における「終の棲家」に対する意向 

n=

３０～３４才 (126)

３５～３９才 (175)

４０～４４才 (148)

４５～４９才 (121)

５０～５４才 (94)

５５～５９才 (121)

６０～６４才 (131)

６５～６９才 (129)

７０～７４才 (100)

７５～７９才 (81)

R&D「CORE2017」より

52%

59%

49%

55%

36%

34%

38%

25%

32%

14%

現在の家に最期まで

住み続ける
現在の家を建て替えや

リフォームして最期まで

住み続けるつもり

ゆくゆくは

別の住まいに転居する

つもり

わからない



 Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 

 2 

 

 自主調査のAround50コミュニティで「今後の住まい方について考えていることはあるか」と質問し

たところ、50代はより具体的、現実的に考えての意見が目立つ。 

 親や子どもとの同居意向はほぼなく、夫婦二人で、ともすれば自分一人やシェアハウスで暮らした

い人も。夫（特に長男の場合）は実家に戻って両親と暮らしたいと考えており、夫婦間で住まいの

展望への相違が散見される。 

 また、住宅の間取りや設備などのスペックよりも、60代以降の生活を見据えて立地や住環境を重

視しての転居意向も見られる。 

 

 

一軒家ですが、 欲を言えばも う 一回建て直ししたい。 二世

帯にするには狭いし将来も子供と 一緒は考えていないの
で、 老後は主人と 二人暮らしになるかと 思ってます。

今の戸建を買った当時は子供も小さく 育てるのにと ても良

い環境で、間取り 以上に環境は重要と 実感。 今は子供も
大きく なったので、 近い将来老後の行動範囲を考えて駅近
マンショ ンへの引っ越しを考え中です。

“
ど
こ
で
”
暮
ら
す
か

夫は自分の育った家に戻って両親と暮らしたいそう ですが、

私はこの年齢になって馴染みのない土地で人間関係をイ
チから築く こ と に自信があり ません。

具体的に検討を始める50代

“
だ
れ
と
”
暮
ら
す
か

今住んでいる戸建は郊外で緑も多いし、 スーパーもたく さ
んあって生活しやすいので住み替えは考えていません。 リ
フォームして住み続けたい。

子供が巣立ったあと夫婦2人になるのは気が重い…。
一人暮らしは気楽そう で憧れるけど、 不経済だし健康面で
も不安。

大学時代の寮生活のよう に個室があって、 皆の集まれる食

堂がある緩いシェアハウスに友だちと住むのも良いな。

R&D「Around50コミュニティ」より一部メンバーのコメントを抜粋

“終焉をどこでだれと過ごしたいか、具体的に考え始める 50 代” 

（図２） 50 代が考える今後の住まい方 
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 40代は子どもの教育、親の健康状態、自分の仕事の都合など今の生活と住まいとの適合性を重

視しているが、老後に対してはまだ漠然とした考えしかない様子。 

 また、時代の変化により“新しい住まい方もあらわれる”という期待から「今後どんな状況になって

も対応できるよう、身軽にしておきたい」という考え方も出てきている。 

 

駅からちょ っと 遠いので、 主人的には、 いずれは、 もっと
駅近なと ころに住みたいよう です…。 と いってもいつの

こ と になるか、予定は未定です。

その時々の状況に合わせて身を軽く していたい。

老後の住まいも時代に合わせたものがきっと 出てく る
はず。

常に身を軽く どこにでも移住出来るよう にしたいです。
今後、 空き家も増えるだろう し 、 慌てて家やマンショ ン
購入しなく ても物件が余るほど出てく ると 思います。

老
後
よ
り
今
が
最
優
先

自
由
に
動
け
る
よ
う

身
軽
に
し
て
お
き
た
い

いつかは遠方の親もサポート が必要だと 思う が仕事の都合
上離れられず、 退職後は子供たちがこちらで進学していそ

う だしと 、 モヤモヤしたまま解決策もなく 、 なるよう に
なるでしょ ！の心境ではあり ます。

子どもの成長や親の健康状態など現状を考慮した住替えは
考えているが、 予算やエリ ア、 親の希望・ 状態、 子どもの

教育環境など悩ましいこ と だらけでまだまだ自分たちの
老後の住まいまで具体的に頭がまわらない。

老後設計はまだ漠然としている40代

R&D「Around50コミュニティ」より一部メンバーのコメントを抜粋
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“老後が見えないからこそ身軽にしておきたい 40 代” 

（図３）  40 代女性が考える今後の住まい方 
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◇50 代には理想と現実を埋める情報を 

50 代になると、子育てもほぼ終わりリタイアまでまだあるものの老後が視野に入り始め、終の棲家

が現実味を帯びて、こんなふうに暮らせたらいいなという理想が形作られると同時に、一方で現実的

な問題も頭をよぎります。 

今の 50 代女性の老後の暮らし方に対する理想の 1 つは「自分も家族もお互いの生活を尊重して暮

らす」ということです。子どもや親と同居せず近くに住んで見守りたいと思っていますが、夫との別居

も選択肢のひとつにあり、夫は実家に戻りたがっているが自分は抵抗があるなど考えが異なれば、

無理にどちらかに合わせる必要はないと感じています。 

もう 1 つは、リフォームしてずっとこの土地で生きていきたい、駅近のマンションに引っ越したい、一

人暮らしに憧れる、仲の良い友だちと住むのも良いかも・・・といった現時点で考えられるいくつかの

暮らし方の中からチョイスしたいということです。 

しかし、住まい方を変えるタイミングや費用／そのときの家族関係・自分や家族の健康状態など現実

的な問題はどれもが流動的であるため、不安要素となっています。 

理想と現実に揺れる 50 代ですが、老後を考え始めるこの時期に、事前に老後の準備をしておくこと

を推奨し、理想と現実の摺り合わせができるよう情報を提供することが肝要です。 

 

◇40 代にはこれまでにない新しい住まい方の提案を 

40 代後半は子供の受験や親の介護等、ライフステージの変化が始まったばかりです。自分の老後

よりも、今起こっているライフステージの変化に順応することが優先されるため「自分の老後の住ま

い」はあまり考えられていません。また「老後はどうなっているかわからない」というコメントもありまし

たが、冒頭グラフの「わからない」には「考えていないから」と「将来どうなっているかわからない」が混

在しているように思います。 

そんな 40 代が現時点で考える老後は「どんな状況にも対応できるように身軽にしておきたい」です。

今現在存在しない、新しい終の住まい方が出現するのではと期待しています。 

期待＝ニーズの芽の内容を明らかにしいち早く“新・終の住まい”を提案するには、早くからアラフィ

フ女性のホンネに耳を傾ける必要がありそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

R&D 生活者インサイト 
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■R&D Around50 コミュニティ 概要■ 

調査手法： LINE によるオンラインコミュニティ＆インタビュー・座談会 

調査対象： 45～54 歳女性（設立当時） 

メンバー数： 43 名(2017 年 1 月現在／リビング新聞読者モニターより選出） 

調査時期： 2016 年 5 月より継続運営 

 

■CORE 2017 調査概要■ 

調査名： CORE2017 マスター調査 

調査地域： 首都圏 40ｋｍ圏（調査地点 200 地点） 

調査対象： 18～79 歳男女個人 

サンプル数： 有効回収 3000 サンプル （人口構成比に合わせて、性×年代別を割付） 

サンプリング手法： 住宅地図を用いたエリアサンプリングで抽出 

調査手法： 訪問・郵送併用の自記入式留置調査 

調査実施時期： 2016 年 10 月（毎年１回 10 月実施） 

※『CORE』は、株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメントの登録商標です。 

■商品紹介■ 

今回発表したデータは「Around50 コミュニティ」のメンバーの発言を元に考察したものです。  

Around50 女性のホンネを聞きたい、行動や実態が知りたいといったご要望がございましたら、

「Around50 コミュニティ」をぜひご活用ください。 

また、「Around50 コミュニティ」から得られた知見をコンパクトにまとめた Around50 女性を知るため

の参考書『R&D Around50 レポート 2017』を 125,000 円（税別）にて販売しております。 

（Around50 コミュニティメンバーによる オンライン上での発言をまとめた LINE 投稿集とセット 

販売となります。）  

 

詳細は弊社ホームページ  https://www.rad.co.jp/  をご覧ください。 

https://www.rad.co.jp/
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■お問い合わせ先■ 
 

●本分析担当： 

  株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント マーケティングソリューション部（中西） 

●本資料に関するお問い合わせ： 

  株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント セールスプランニング部（小林） 

ＴＥＬ：03-6859-2281    e-mail：radnews@rad.co.jp 

 

■会社概要■ 

会社名： 株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

所在地： 〒163-1424 東京都新宿区西新宿 3-20-2 

代表者： 代表取締役社長 五十嵐 幹 

資本金： 30,000 千円 

設立 ： 1968 年 1 月 17 日 

ＵＲＬ： https://www.rad.co.jp 

事業内容：マーケティング・リサーチの企画設計、実施及びコンサルテーション 

     経営・マーケティング活動の評価及びコンサルテーション 

 
≪引用・転載時のクレジット表記のお願い≫ 

本リリースの引用・転載時には、必ず当社クレジットを明記いただけますようお願い申し上げます。 

＜例＞「(株)リサーチ・アンド・ディベロプメントが実施した調査によると・・・」 

https://www.rad.co.jp/

